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農村女性 第 2１号 

ネットワーク通信    
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男女共同参画推進フォーラム  

平成 23年 12月 8日（木）午後 1時から、こうち男女共同参画セン

ター「ソーレ」で、男女共同参画推進フォーラム～女性農業者の経営

参画に向けて～が開催されました。参加者は、農村女性リーダーや農

漁村女性グループ研究会員、農業振興センターの担当職員など 39名

で、基調講演とパネルディスカッションが行われました。  

１ 基調講演 

○演題：女性農業者の経営参画 

○講師：寺本 毅彦 （寺本経営コンサルタント事務所） 

  

 

新年あけましておめでとう  

ございます。  

今年も農村女性リーダーの皆さまの  

ご活躍をお祈りいたします。 

 

経営学者の P.F.ドラッカーの質問「何をもって憶えられたいか」 

「企業とは何か」を引用して、事業経営の志・理念の大切さや、「も 

し高校野球の女子マネージャーがドラッカーのマネジメントを読 

んだら」（岩崎夏海（著））ならぬ 「もし農業の担い手がドラッカ 

ーのマネジメントを読んだら」と題してマネジメントの重要性につ 

いてのお話がありました。 

そのなかで、マネジメントを考えるポイントとしては、作ったものをどう売るかではなく、顧客を満

足させることが企業の使命・目的であり、お客さまが何を欲しがっているのかが重要であり、お客さま

が欲しがっている商品をつくることである。マネジメントを今後考えて 

いくヒントとしては、顕在化しているニーズ（20％）への対応ではなく、 

潜在化している欲求であるウォンツ（80％）を見つけることであり、そ 

こに価値が生まれるなどのお話がありました。 

２ パネルディスカッション 

○テーマ：もう一度見直そう食の安全・安心 

○コーディネーター：寺本 毅彦 ○アドバイザー：永尾 朱美 （県普及職員ＯＧ） 

○パネリスト：山本 美加、 池内 真弓、 西込 寿恵、 澤田 智恵、 松村 一恵  
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西込 寿恵（高知地区） 

 夫の祖父の代から柑橘農家で 50周年を迎える。生

産者として、消費者として、今年ほど食の安心・安

全を考えた年はなかった。スーパーで被災県の野菜

が並んでいると、一瞬ためらってしまう自分自身を

情けなく感じたこともある。 

 これからＴＰＰ参加で安い輸入品が入ってきても、

国内の農家はルールをきちんと守り、安心・安全を

ＰＲしていくことが大事だと思った。 

 農薬等の決められたルールは絶対に守る。トレー

サビリティー・ポジティブリストを徹底し、これま

では恥ずかしかったが、商品には顔写真もつけて、

生産者としての責任感を自覚したい。消費者に信頼

される農家になりたい。高知県を元気にするのは高

知の風土を活かした仕事で  

ある農業だと思う。 

 

澤田 智恵（嶺北地区） 

 土佐褐毛牛とこだわりの米作りに携わっているが、

畜産業界は非常に厳しい状況、その対策として数年

前、土佐赤牛を知ってもらおうと思い、中央公園か

らスタートしてはりまや橋まで街中を、土佐赤牛を

連れて練り歩いた。 

 畜産業界は、世界的な問題となったＢＳＥ、口蹄

疫、3月地震による放射能のワラ問題と数多くの問題

を抱えている。今年になってＴＰＰが騒がれている

が、それ以前から輸入肉のずさんな管理を見ては腹

立たしく感じている。また、不安も感じており、安

心・安全のためにも地産・地商に力をそそぐべきだ

と思っている。日本ほどきちんとしたトレーサビリ

ティーの管理ができている国

はないと思う。 

 

松村 一恵（中央東地区） 

 食べ物を作っているのではなく、花き栽培農家な

ので、一消費者として発言させていただくが、昔は

店頭に並んでいるものは全て安全と思っていたが最

近は 何か疑わしく思えてきた。やはり何かハッキリ

と証明するものが必要だと思う。 

 また、花き栽培は、自分たちの作った花を飾って

喜んでもらえるのが嬉しい。これからも、時代のニ

ーズに対応しながら、皆が幸せに

なる仕事をしていきたい。 

 

池内 真弓（高吾地区）  

 お茶を 270a栽培しており、うち 60aは有機栽培に

取り組んでいる。有機農業を始めたきっかけは、直

接消費者の声（アレルギー等）を聞いたり、子供の

入院中に病院内の子供を見て「せめて口から入るも

のには安全なものを作りたい」と考えるようになっ

たことである。 

 有機茶を始めて 17年、生産量は以前と比べて増え

ている。量販店や直売所で売っているが、特定のお

客様をターゲットにしてきたので、全て口コミで広

がり、こちらから売り込みをかけたことはない。そ

れでも生協から「このお茶は生協が望んでいたお茶

です。」と言ってもらえた時には、本当に必要として

くれているお

客様に買って

もらえる幸せ

を感じました。 

 

 

山本 美加（幡多地区） 

 就農当初はナバナ・オクラ・シシトウ・キリュウ

など多品目栽培でとにかく忙しく、赤字にはならな

いものの、自分の給料はとても取れない状況だった。

これではいけないと、消去法でダメな品目から止め

ていきながら、一方では規模拡大も進めてきた結果、

現在はナバナ 5ha、ラッキョウ 2.6ha を栽培し、25

名を雇用している。経営は最初の 3 年間は厳しかっ

たが、いつの間にか周りから認められる農家になっ

ていた。 

 「農業＝ビジネス」と捉えている。従業員もアル

バイトも「自分のお金は自分で稼ぐつもりで」と、

プロ意識を持たせている。仕事中、従業員の方と常

に「こうなりたい、ああなりたい」と夢や希望を語

るようにしている。目標がクリアできた時は皆で喜

び、収穫が終わったら旅行や食事やボーナスで成果

を表している。 
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コーディネーターからは次のお話があった 

 （安心・安全）  

 安心・安全は「生産者側」と「消費者側」に分か

れると思う。時々感じるのが、双方にズレが生じて

過剰になっていることがある。食育の段階からきち

っとしていかないと、この問題は永遠に続く。 

●「生産が見える」トレーサビリティー 

●お客様を選ばなければならない（誰か分からない

人に買ってもらう時代は終わった）。 

●安心・安全は特徴づけでもある（特徴のない商品

を市場は選ばない）。 

 （顧  客）  

 顧客には、お客さんと流通業者がいる。両方を満

足させなければ経営上の損をする。 

●これからは生活の使用シーンを提案すること、食

べ方・レシピで終わるのはダメ、それは一歩目で

しかない、料理する台所・道具・環境・スタイル

まで想定した提案が必要である。 

●消費宣伝の場面でも、試食に紙皿・割り箸を使う 

のはダメである。 

 

高吾地区田舎の風夢くらぶ活動報告 

                  地区委員 矢野 靖 

〔その一〕 

10月13日 芋煮会に参加しての土佐茶の出前授業

と野菜カルタの実践  

 仁淀川地区農漁村女性グループ研究会の皆さんが

長年行っている芋煮会に参加させていただきました。 

 今年は吾川地区で行われ、大崎小学校 5、6年生の

子供達と土佐茶の出前授業や、野菜カルタで交流さ

せていただきました。 

野菜カルタは少しずつですが、枚数も増えてきて 

います。花も実も 1年に 1回のシャッターチャンス 

 

（総  括）  

●先日フランスに行って来たが、ヨーロッパと日本

の農業は大きく違う。例えば、 

・ユニフォーム（制服）を持っている。 

・事務所は普通の会社。ほったて小屋、ハウス・

倉庫の一角などはあり得ない。 

●異業種交流などに出かけて行き、他の職種では当

たり前でも、農業でやっていないことをどんどん

取り入れていくべきである。 

●ドラッガーの質問に答えてください。答えられな

ければ市場に捨てられると思ってください。想い

を実現できるように、楽しい仕事をしましょう。 

●そのためには、オン・オフをきちっと分けましょ

う。仕事ばかりした人に偉人はいない。オフの時

にしっかり遊ぶ・勉強する。オンだけで燃え尽き

るのは絶対にダメである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なので、女性リ

ーダーそれぞれ

が気をつけて撮

るようにしてい

ます。カルタ指

導は、小学校の

ＰＴＡ活動やい

ろんな場面で活用できたらということで、できるだ

け代わり合い、各女性リーダーが経験できるように

しています。今回は、ゆっくり時間が使えたので野

菜のお話を沢山盛り込めて、とても内容が充実した

カルタになりました。 

☆～☆～☆～☆～☆～☆～☆～☆～☆～☆～☆～☆～☆～☆～☆～☆～☆～☆～☆ 

 

 

 

 

 

思いを実現するには「真摯」な態度が必要。 

成功するには楽しく仕事をしてＯＮとＯＦＦの

区別をはっきりすることが、大事だということ

が分かりました。 

 各地のいろいろな生産物を作っている方々の

初めて聞く話などは、とても興味深く、大変有

意義な時間でした。 

      西笛 千代子（安芸・室戸地区） 
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〔その二〕 

７月 13日 一品持ち寄り座談会 

  この座談会は、仲間づくりを目的として行ってい

て、毎年恒例になっています。今年は一品持ち寄る

のではなく、4名の女性リーダーに講師になってもら

って、それぞれの地域の農産物を使っての料理講習

会を行いました。 

 今回、佐川の農業女性 5 名の方々が参加してくだ

さり、皆さんとできあがった料理を、おしゃべりを

交えて頂きながら交流をしました。 

～メニュー～ 

 山菜を使った山菜寿司 

 地乳を使ったリコッタチーズ 

    〃   でかでかプリン 

 トマトを使った冷製カッペリーニ 

 トマトの水餃子 

 

 

 

 

 

 

 

 

幡多地区農村女性リーダー講演会および農業振

興センター職員との意見交換会 

      しまんとレディース（幡多地区）  山本 美加   

9月 27日に、講演会および幡多農業振興センター

職員との意見交換会を行いました。 

 まずは、講演会。「起業の仕方について勉強してみ

よう」ということで、地元の農家も参加している「有

限責任事業組合ＬＬＰしまんと」の方から講演をし

ていただきました。この会社は、地元のいろいろな

職種の若手が「地元食材を活用し、商品開発・販売

を通して地域の活性化を促すこと」などを目的とし

て設立したものです。 立ち上げメンバーの中に農家

の方がいたことから「起業の仕方」と題してこれま

での取り組みの経過や、事業の活用について講演し

ていただきました。 

講師は、四万十市蕨岡のイチゴ農家、景平さん。  

講演では、商品開発の取り組みやパッケージ、価格

設定、流通事情、賞味期限の設定、活用した事業な

どの話を聞くことができました。大手の会社になっ

てくると 40％強の手数料がかかるという話には驚き

ました。また、地元の農家が異業種の方と連携して

こういった

取り組みを

しているこ

とを知るよ

い機会とな

りました。 

  

後半は、幡多農業振興センター職員との意見交換

会。農業振興センターからは、所長、課長、チーフ

の方々6名に参加していただき、女性リーダー8名で

意見交換を行いました。まず、女性リーダー個々の

困っていることや課題について話をしました。安定

した雇用の確保やタバコ廃作後の対応、販売単価や

流通の事などについて発言がありました。それにつ

いて農業振興センター職員から、情報提供や今後の

取り組みについて説明がありました。時間が短く、1

つのことで時間を取った議論はできませんでしたが、

農業振興センターの取り組みや他の女性リーダーの

悩みなどを知ることができました。 

 次は、交流を深めることを目的に、フラワーアレ

ンジメントでみんなが集まる予定をしています。 

細いパスタ 

【お問い合せ等は事務局まで】 

高知県農業振興部環境農業推進課 担当 武井 

電話 ０８８（８２１）４５３５  

ネットワーク通信はホームページでもご覧にな

れます。http://www.nogyo.tosa.pref.kochi.lg.jp/ 

nogyosha/zyosei/ 

【編集後記】  

前回、初めて編集をして要領もだいぶ分かって

きたので、今回は編集委員 4人が集まり、一晩で

レイアウトや構成をすることができました。お互

いエクセルの使い方を教えあって、スキルアップ

につながる編集会議でした。 

編集委員 西笛・能勢・島崎・松村 


